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今
年
10
月
20
〜
23
日
、
中
国
共
産
党
第
20
期
中
央
委
員
会
第
４
回

全
体
会
議
（
四
中
全
会
）
が
開
か
れ
た
。
今
回
、
政
治
的
に
注
目
さ

れ
た
の
は
、
ま
ず
は
軍
の
高
級
幹
部
９
人
の
失
脚
だ
。

　

国
防
部
は
17
日
午
後
、
中
央
政
治
局
委
員
で
党
中
央
軍
事
委
員
会

（
中
央
軍
委
）副
主
席
を
務
め
て
い
た
何
衛
東
や
、中
央
軍
委
委
員
で

政
治
工
作
部
主
任
を
務
め
て
い
た
苗
華
ら
９
人
が
、
規
律
違
反
と
汚

職
で
処
分
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
い
ず
れ
も
習
近
平
総
書
記
が
抜
擢

し
た
人
物
だ
っ
た
。
９
人
の
う
ち
、
８
人
目
の
王
厚
斌
（
元
・
ロ
ケ

ッ
ト
軍
司
令
官
）
以
外
は
党
籍
も
剥
奪
さ
れ
た
。
中
国
共
産
党
に
は

入
党
手
続
き
は
あ
る
が
離
党
手
続
き
が
な
い
。
党
籍
剥
奪
は
そ
の
人

物
に
、
政
治
犯
罪
者
と
し
て
再
起
不
能
の
烙
印
を
押
す
の
と
同
じ
重

い
処
分
だ
。

　

翌
週
、
四
中
全
会
は
こ
の
決
定
を
追
認
し
、
中
央
軍
委
規
律
検
査

委
員
会
書
記
だ
っ
た
張
昇
民
を
中
央
軍
委
副
主
席
に
任
命
し
た
。
た

だ
し
張
は
、
中
央
政
治
局
委
員
に
は
昇
格
し
な
か
っ
た
。

　

興
味
深
い
の
は
こ
の
処
分
発
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
国
防
部

が
第
一
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
の
は
17
日
金
曜
日
の
17
時

15
分
だ
っ
た
。
翌
週
月
曜
日
の
朝
か
ら
四
中
全
会
が
始
ま
る
の
だ
か

「
玉
虫
色
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」に
浮
か
ぶ

中
国
政
治
の
対
立
軸

─
─
中
国
共
産
党「
四
中
全
会
」か
ら
見
る

直
前
に
軍
幹
部
更
迭
を
発
表
。
四
中
全
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
も
、

習
近
平
路
線
と
別
の
認
識
が
併
記
さ
れ
た
。
権
力
基
盤
は
ど
う
か
。

・
軍
の
習
近
平
派
は
汚
職
で
失
脚
。
張
又
侠
が
習
に
挑
戦
か

・
国
際
情
勢
認
識
は
緩
和
。
す
ぐ
武
力
行
使
に
出
る
可
能
性
は
薄
い

・
経
済
面
で
も
「
実
体
経
済
」
重
視
派
が
結
集
、
軌
道
修
正
を
要
求

九
州
大
学
教
授

益
尾
知
佐
子

ま
す
お　
ち
さ
こ　
東
京
大
学
卒
、
同
大
学
大
学

院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学

術
）。
日
本
国
際
問
題
研
究
所
研
究
員
、
エ
ズ
ラ
・

Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
教
授
研
究
助
手
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
イ
エ
ン
チ
ン
研
究
所
協
働
研
究
員
な
ど
を
歴

任
。
２
０
２
１
年
中
曽
根
康
弘
賞
優
秀
賞
。
著
書

に『
中
国
政
治
外
交
の
転
換
点
』『
中
国
の
行
動
原

理
』、
共
著
に
『
中
国
外
交
史
』
な
ど
。
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ら
、
そ
れ
を
待
っ
て
発
表
す
れ
ば
す
む
話
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
発

表
を
決
め
た
人
物
は
む
し
ろ
、
四
中
全
会
で
こ
の
決
定
が
覆
さ
れ
な

い
よ
う
、「
金
曜
日
の
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
絶
対
に
発
表
す
る
」と
い

う
意
志
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
近
年
、
中
央
軍
委
は
主
席
の
習

近
平
の
下
に
副
主
席
２
名
を
置
く
。
残
る
副
主
席
の
張
又
侠
が
、
反

腐
敗
運
動
で
の
政
敵
追
放
と
い
う
習
の
手
法
を
ま
ね
、
証
拠
を
固
め

て
習
の
勢
力
を
削
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
18
日
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
の
機
関
紙
「
解
放
軍

報
」
社
説
は
、「
軍
隊
は
銃
身
を
握
り
、
党
の
政
治
的
任
務
を
実
行
す

る
武
装
集
団
だ
」
と
主
張
。
ま
た
「
軍
事
委
員
会
主
席
責
任
制
を
貫

徹
せ
よ
」
と
命
じ
て
、
習
へ
の
服
従
を
軍
に
要
求
し
た
。
中
国
の
人

民
解
放
軍
は
党
軍
で
あ
り
国
軍
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
党
が
そ
れ
を

編
成
し
て
中
国
革
命
を
遂
行
し
た
の
は
本
来
、
中
国
人
民
を
解
放
す

る
と
い
う
崇
高
な
目
的
の
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
軍
を
「
党
の
政
治
的

任
務
を
実
行
す
る
武
装
集
団
」と
断
じ
た
意
図
は
あ
ま
り
に
露
骨
で
、

党
の
過
去
の
論
述
か
ら
見
て
も
極
論
で
あ
る
。
加
え
て
集
団
指
導
が

党
の
伝
統
的
な
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
習
は
近
年
、
し
ば
し
ば
軍
に

「
軍
事
委
員
会
主
席
責
任
制
」
を
主
張
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
盟
友
で
あ
っ
た
習
と
張
又
侠
の
関
係
が
、
い
ま
現
在
、
相

当
緊
張
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
習
が
「
解
放
軍
報
」
に
自
ら

の
意
志
を
示
す
社
説
を
掲
載
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
は
ま
だ
軍

の
統
率
権
を
維
持
し
て
い
る
。
む
し
ろ
習
は
、
自
分
を
入
れ
て
定
員

７
名
の
中
央
軍
委
を
４
名
に
抑
え
、
ま
た
そ
こ
か
ら
中
央
政
治
局
会

議
に
出
席
で
き
る
人
物
を
自
分
と
張
又
侠
だ
け
に
限
定
す
る
こ
と

で
、
党
内
に
お
け
る
軍
の
地
位
を
制
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

格
下
げ
さ
れ
た
国
際
情
勢
の
「
重
要
度
」

　

本
題
の
四
中
全
会
に
戻
る
と
、
今
回
の
最
も
重
要
な
議
題
は
２
０

２
６
年
度
に
始
ま
る
第
15
次
経
済
・
社
会
発
展
５
カ
年
計
画
で
あ
っ

た
。中
国
は
日
本
と
同
じ
く
、４
月
に
予
算
上
の
新
年
度
が
始
ま
る
。

３
月
の
全
国
人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）
で
５
カ
年
計
画
を
採
択
す

る
に
は
、
今
年
秋
に
党
中
央
が
全
体
会
議
を
開
き
、
次
の
５
年
間
の

具
体
的
な
方
向
性
を
議
論
し
、
確
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

四
中
全
会
は
閉
幕
直
後
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
。
新
た

な
５
カ
年
計
画
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
習
の
こ
れ
ま
で
の
路
線

に
沿
い
、
科
学
技
術
の
自
立
自
強
や
「
新
し
い
質
の
生
産
力
」
の
発

展
を
盛
り
込
ん
だ
。
そ
の
た
め
多
く
の
識
者
や
メ
デ
ィ
ア
は
「
既
定

方
針
に
変
化
な
し
」
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
筆
者
の
意
見
は
少
し
異

な
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
玉
虫
色
に
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
文
書
と
の
最
大
の
違
い
は
、
安
全
保
障
の
扱
い
の
軽

さ
で
あ
る
。
24
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
第
3
回
全
体
会
議
（
三
中
全

会
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
そ
の
冒
頭
を
「
非
常
に
厳
し
く
複
雑
な
国
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際
環
境

0

0

と
、
困
難
で
膨
大
な
国
内
の
改
革
、
発
展
、
安
定
化
の
任
務

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
中
央
政
治
局
は
…
…
」（
傍
点
は
筆
者
に
よ

る
）
と
書
き
出
し
、
内
外
の
嵐
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
党
指
導
部
の

姿
を
勇
ま
し
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
四
中
全
会
は
こ
う
し

た
脚
色
を
ば
っ
さ
り
カ
ッ
ト
し
た
。そ
し
て
冒
頭
に
、「
中
央
政
治
局

は
、
党
の
第
20
回
大
会
お
よ
び
第
20
期
中
央
委
員
会
各
全
体
会
議
の

精
神
を
真
摯
に
貫
徹
し
、
安
定
を
基
調
と
し
つ
つ
前
進
を
図
る
と
い

う
全
体
方
針
を
堅
持
し
…
…
」
と
記
し
、
全
体
的
に
実
務
的
な
ト
ー

ン
を
打
ち
出
し
た
。

　

三
中
全
会
で
冒
頭
に
置
か
れ
た
国
際
情
勢
へ
の
判
断
は
、
四
中
全

会
で
は
第
二
段
落
に
移
り
、「
複
雑
で
入
り
組
ん
だ
国
際
情
勢

0

0

」（「
情

勢
」
の
原
文
は
「
形
勢
」）
と
表
現
さ
れ
た
。
こ
の
違
い
は
重
要
だ
。

三
中
全
会
の
時
点
で
、
中
央
政
治
局
は
「
非
常
に
厳
し
く
複
雑
な
国

際
環
境

0

0

」
が
中
国
を
取
り
巻
い
て
い
る
と
判
断
し
、
そ
れ
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
の
冒
頭
に
置
い
て
い
た
。
つ
ま
り
論
理
的
に
は
、
こ
の
判
断
の

上
に
党
の
進
む
べ
き
道
が
決
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
１
年
３
カ

月
後
、
四
中
全
会
は
国
際
情
勢
が
「
複
雑
で
入
り
組
ん
」
で
い
る
こ

と
は
認
め
た
が
、
そ
れ
が
「
非
常
に
厳
し
」
い
と
も
、
そ
う
し
た
「
環

境
」
が
中
国
を
取
り
囲
ん
で
い
る
と
も
言
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
国
際

情
勢
に
関
す
る
判
断
を
か
な
り
下
に
落
と
す
こ
と
で
、
そ
れ
が
党
の

判
断
の
基
礎
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
四
中
全
会
は
全
体
的
と
し

て
、
あ
ま
り
安
全
保
障
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
点
は
、
今
年
９
月
29
日
の
政
治
局
会
議
と
比
べ
る
と
さ
ら
に

明
確
だ
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会
議
は
党
内
に
対
し
、
習
が
こ
れ

ま
で
唱
え
て
き
た
「
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
思
考
」（
底
線
思
維
：
最
悪
の
一

線
に
備
え
、
日
頃
か
ら
安
全
保
障
を
強
化
せ
よ
と
い
う
考
え
）
を
強

化
す
べ
き
だ
、
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
だ
が
、
四
中
全
会
で
は
こ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
消
去
さ
れ
て
い
る
。
た
っ
た
１
カ
月
で
、
で
あ
る
。

　

代
わ
り
に
四
中
全
会
が
強
調
し
た
の
は
、「
実
体
経
済
」の
重
要
性

だ
。
新
た
な
５
カ
年
計
画
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
ま
ず
「
現
代

的
な
産
業
体
系
の
建
設
を
推
進
し
、
実
体
経
済
の
基
盤
を
固
め
、
拡

大
す
る
」
と
記
し
た
。
ま
た
「
内
需
拡
大
と
い
う
戦
略
的
基
盤
を
堅

持
し
、民
生
改
善
と
消
費
促
進
を
堅
持
し
て
…
…
」な
ど
と
言
及
し
、

こ
れ
ま
で
経
済
専
門
家
が
強
く
求
め
て
き
た
消
費
重
視
の
姿
勢
を
明

確
に
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
も
ち
ろ
ん
、
習
近
平
政
権
が
重
視
し
て

き
た
宇
宙
や
サ
イ
バ
ー
な
ど
の
「
新
興
産
業
」
や
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
の
重
要
性
に
も
触
れ
た
。
そ
の
一
方
で
「
伝
統
産
業
の
最
適
化
、

高
度
化
を
図
り
、
新
興
産
業
と
未
来
産
業
を
育
成
、
拡
大
す
る
」
な

ど
と
記
述
し
、
伝
統
産
業
と
新
興
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
だ
、
と

い
う
認
識
を
明
示
し
た
。

　

四
中
全
会
の
閉
幕
後
の
10
月
24
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
起
草
に
当
た

っ
た
高
級
幹
部
が
、
記
者
会
見
で
そ
の
背
景
を
説
明
し
て
い
る
。
国
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家
発
展
改
革
委
員
会
主
任
の
鄭
柵
潔
は
、「『
伝
統
産
業
』
は
中
国
の

製
造
業
の
80
％
を
占
め
る
」
と
述
べ
、
中
国
は
「
実
体
経
済
に
発
展

の
重
点
を
置
き
続
け
る
」
と
改
め
て
強
調
し
た
。

　

四
中
全
会
は
ま
た
、
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
手
法
に
つ
い
て
も
軌
道

修
正
を
行
っ
て
い
る
。
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

習
政
権
は
こ
れ
ま
で
上
か
ら
の
社
会
統
制
を
正
当
化
し
て
き
た
。
し

か
し
四
中
全
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
「
活
力
に
満
ち
、
か
つ
秩
序
立
っ
た

社
会
を
守
っ
て
い
く
」
と
述
べ
、
社
会
の
活
力
を
守
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
言
及
は
三
中
全
会
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

四
中
全
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
玉
虫
色
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
確
か
に

既
存
の
方
針
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
反
対
の
見
解
も
各
所

に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
あ
い
ま
い
さ

の
中
か
ら
、
２
本
の
対
立
軸
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
示
さ
れ
た
「
二
つ
の
政
治
路
線
」

　

経
済
産
業
研
究
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
呉
軍
華
氏
は

近
時
、
中
国
経
済
の
「
ソ
連
化
」
の
リ
ス
ク
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き

た
。「
ソ
連
化
」
と
は
、
社
会
主
義
国
が
戦
略
産
業
に
過
大
投
資
し
、

全
体
的
な
経
済
均
衡
を
歪
め
る
こ
と
を
指
す
。
実
際
に
習
は
、
中
国

の
安
全
保
障
を
懸
念
す
る
あ
ま
り
、
長
期
的
な
対
米
闘
争
に
有
用
と

見
ら
れ
る
戦
略
産
業
に
国
家
資
源
を
注
入
し
、
民
間
企
業
よ
り
国
有

企
業
を
優
先
し
て
き
た
。
国
際
関
係
の
見
通
し
の
暗
さ
は
、
彼
が
総

書
記
の
任
期
を
延
長「
せ
ざ
る
を
得
な
い
」理
由
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

逆
に
言
え
ば
、
習
は
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
関
係
の
厳
し
さ
を
強

調
し
、
こ
う
し
た
困
難
を
乗
り
切
る
に
は
「
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
」
の

自
分
が
中
国
を
指
導
し
続
け
る
べ
き
だ
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国

内
に
送
り
続
け
て
き
た
。
米
国
と
の
長
期
的
競
争
に
打
ち
勝
ち
自
国

の
安
全
を
守
る
た
め
、
中
国
は
新
興
産
業
に
積
極
的
に
投
資
し
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

実
体
経
済
を
多
少
犠
牲
に
す
る
の
も
や
む
を
得
な
い
。
こ
の
政
治
路

線
に
基
づ
く
な
ら
、
安
全
保
障
に
気
を
も
む
習
の
悲
観
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
、
中
国
経
済
の
方
向
性
す
ら
決
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
四
中
全
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
か
ら
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
る

も
う
一
つ
の
政
治
路
線
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
ま
と
め

る
と
こ
う
だ
。
国
際
関
係
は
確
か
に
複
雑
だ
が
、
中
国
を
締
め
殺
す

ほ
ど
で
は
な
い
。
最
悪
の
可
能
性
を
悲
観
し
て
投
資
が
回
収
し
に
く

い
新
興
産
業
に
国
家
資
源
を
注
ぎ
込
む
よ
り
は
、
中
国
人
民
の
生
活

に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
伝
統
産
業
を
も
っ
と
大
切
に
し
、
実
体

経
済
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

　

こ
う
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
両
論
を
併
記
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で

第
一
の
習
近
平
路
線
が
主
流
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
四
中
全
会
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で
は
そ
れ
に
対
す
る
批
判
が
第
二
路
線
と
し
て
結
集
し
、
第
一
路
線

を
追
い
つ
め
た
の
で
は
な
い
か
。

　

す
な
わ
ち
、
中
国
で
は
習
へ
の
不
満
が
拡
大
し
、
政
権
が
守
勢
に

回
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
軍
が
習
政
権
に
抵
抗
し
て
い
る
こ
と

は
冒
頭
で
紹
介
し
た
。
し
か
し
四
中
全
会
で
は
、
そ
の
他
の
分
野
の

中
央
委
員
た
ち
も
軌
道
修
正
の
要
望
を
突
き
つ
け
、
そ
れ
ら
が
一
本

の
対
立
軸
に
結
集
し
、
勢
力
を
得
た
の
で
は
な
い
か
。
前
述
し
た
四

中
全
会
後
の
記
者
会
見
で
は
、
中
央
政
策
研
究
室
主
任
の
江
金
権
が

新
５
カ
年
計
画
の
起
草
過
程
を
紹
介
し
、
習
ら
党
中
央
は
専
門
家
や

人
民
の
意
見
を
幅
広
く
吸
収
す
る
た
め
、
時
間
を
か
け
て
尽
力
し
て

き
た
と
力
説
し
た
。
習
政
権
は
、
自
分
た
ち
は
独
裁
者
で
は
な
い
と

説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

習
は
現
在
な
お
、
経
済
で
も
軍
事
で
も
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
。

だ
が
彼
は
も
う
、
一
時
期
ほ
ど
絶
対
的
な
存
在
で
は
な
い
。
こ
の
四

中
全
会
が
習
へ
の
対
立
軸
を
生
み
出
し
、
そ
の
集
権
化
に
歯
止
め
を

か
け
た
こ
と
で
、
中
国
経
済
の
「
ソ
連
化
」
の
リ
ス
ク
は
下
が
っ
た
。

そ
し
て
、
２
年
後
の
党
大
会
で
、
彼
が
総
書
記
か
ら
退
任
す
る
可
能

性
も
見
え
て
き
た
。

「
外
敵
」
の
政
治
的
な
活
用
可
能
性

　

習
の
「
悲
観
路
線
」
は
、
こ
う
し
て
四
中
全
会
で
少
し
軌
道
修
正

さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
持
続
性
は
不
透
明
だ
。
最
大
の
不
安
定
要
素

は
対
外
関
係
に
あ
る
。
中
国
で
は
大
国
外
交
や
安
全
保
障
は
最
高
指

導
者
の
担
当
領
域
だ
。
つ
ま
り
そ
の
人
物
が
内
政
上
、
外
敵
を
必
要

と
す
る
な
ら
、
自
分
で
そ
れ
を
作
り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
末
に
総
書
記
に
就
任
し
て
以
来
、
習
は
極
端
に
走
り

が
ち
だ
っ
た
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
沈
静
化
を
図
り
、
中
国
人
の

日
本
旅
行
を
解
禁
し
て
そ
の
対
日
観
の
向
上
を
許
容
し
た
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
22
年
８
月
に
ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
が

台
湾
を
訪
問
し
た
頃
か
ら
、
政
権
に
対
す
る
庶
民
の
不
満
が
高
ま
る

た
び
、
中
国
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
る
よ
う
な
措
置
を
取
っ

て
き
て
い
る
。

　

習
が
対
外
的
に
最
も
警
戒
す
る
の
は
米
国
だ
。
中
国
の
長
期
休
暇

明
け
の
今
年
10
月
９
日
、
中
国
商
務
部
は
レ
ア
ア
ー
ス
の
輸
出
管
理

規
制
の
厳
格
化
を
発
表
し
、
中
国
に
貿
易
戦
争
を
仕
掛
け
る
米
国
を

脅
す
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
。
官
僚
が
嫌
が
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
発
表
は
、
そ
れ
が
指
導
部
の
指
示
で
準
備
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す

る
。
習
は
10
月
末
に
韓
国
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
会
談
予
定
で
あ
り

（
本
稿
執
筆
時
点
）、
お
そ
ら
く
そ
の
交
渉
材
料
に
す
る
つ
も
り
だ
ろ

う
。
激
し
い
け
ん
か
を
仕
掛
け
て
、
そ
の
後
の
ゲ
ー
ム
を
優
位
に
展

開
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
習
の
最
近
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
習
は
実
際
に
は
米
国
を
深
く
恐
れ
て
い
る
。
米
国
へ
の
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備
え
を
強
化
す
る
た
め
に
自
国
の
経
済
政
策
を
ね
じ
曲
げ
て
し
ま
う

ほ
ど
、
彼
の
米
国
へ
の
脅
威
感
は
強
い
。
戦
争
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ

る
の
で
、
い
く
ら
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
と
し
て
も
、

習
は
、
最
後
は
米
国
と
妥
協
す
る
は
ず
だ
。

　

彼
が
「
外
敵
」
を
政
治
的
に
活
用
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の
指
名
を

受
け
る
可
能
性
が
高
い
の
は
台
湾
や
日
本
で
は
な
い
か
。
四
中
全
会

直
後
の
10
月
24
日
、
全
人
代
常
務
委
員
会
は
、
翌
25
日
を
台
湾
光
復

記
念
日
に
制
定
す
る
と
突
然
決
定
し
た
。
日
本
の
敗
戦
後
、
１
９
４

５
年
の
こ
の
日
に
台
北
で
台
湾
省
降
伏
受
諾
式
が
開
か
れ
、
台
湾
が

祖
国
復
帰
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
26
日
以
降
、
新

華
社
は
「
鐘
台
文
」
と
名
乗
る
人
物
（
中
国
共
産
党
中
央
常
務
委
員

の
王
滬
寧
か
）
の
署
名
論
文
を
連
続
報
道
し
、
台
湾
の
先
住
民
は
大

陸
か
ら
移
動
し
た
人
々
で
、
台
湾
は
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
見
て
も

中
国
の
一
部
だ
な
ど
と
主
張
す
る
論
陣
を
張
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
中

国
メ
デ
ィ
ア
は
「
轟
６
Ｋ
」
爆
撃
機
が
台
湾
周
辺
で
実
戦
化
訓
練
を

実
施
し
た
と
勇
ま
し
く
報
道
し
た
。
四
中
全
会
後
、
中
国
は
台
湾
に

対
す
る
圧
力
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

習
政
権
の
対
日
政
策
も
雲
行
き
が
怪
し
い
。
習
の
意
向
を
反
映
す

る
新
華
社
の
報
道
や
「
人
民
日
報
」、
同
紙
の
大
衆
紙
「
環
球
時
報
」

は
、高
市
早
苗
首
相
が
誕
生
す
る
前
か
ら
日
本
の
保
守
化
を
警
戒
し
、

中
国
の
主
権
や
権
益
を
守
れ
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
そ
う
し
た
報
道

は
、
あ
た
か
も
、「
右
翼
」
高
市
が
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
て
く
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
だ
。
逆
に
経
済
誌

「
財
新
」は
、高
市
が
首
相
所
信
表
明
演
説
で
日
中
関
係
の
安
定
を
望

む
と
述
べ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。「
実
体
経
済
」
重
視
派
は
、
対
日
観

で
も
習
政
権
と
ず
れ
て
い
る
。

　

中
国
が
こ
れ
ま
で
台
湾
に
積
極
的
な
社
会
浸
透
工
作
を
図
っ
て
き

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
中
国
が
政
治
的
な
標
的
に
す
る
可
能
性
の
あ

る
日
本
に
お
い
て
も
対
策
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
10
月
９
日
、
国
連

総
会
の
第
３
委
員
会
で
、
中
国
の
国
連
副
代
表
（
大
使
級
）
の
孫
磊

が
沖
縄
の
人
々
を
「
琉
球
原
住
民
」
と
呼
び
、
彼
ら
へ
の
差
別
を
や

め
よ
と
日
本
政
府
に
要
求
し
た
。
中
国
政
府
は
数
年
前
か
ら
、
日
本

で
の
「
琉
球
」
独
立
工
作
の
レ
ベ
ル
を
格
上
げ
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
駐
日
本
大
使
館
に
よ
れ
ば
、
10
月
26
日
に
は
日
本
国
内
の
２
７

０
余
り
の
華
僑
団
体
が
台
湾
光
復
記
念
の
声
明
を
発
表
し
、「
祖
国

の
完
全
な
統
一
の
た
め
、
共
に
奮
闘
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
真

偽
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
華
僑
団
体
が
大
使
館
の
呼
び
か

け
に
応
じ
た
こ
と
に
、
日
本
と
し
て
も
気
を
引
き
締
め
る
必
要
が
あ

る
。

　

さ
て
習
は
、
政
権
延
命
の
た
め
国
家
安
全
保
障
の
危
機
を
演
出
す

る
こ
と
に
な
る
の
か
。
中
国
の
今
後
の
対
日
、
対
台
湾
政
策
の
動
向

を
注
視
し
た
い
。




